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「いつまでも 安全安心 いきいきと」した 岡崎のまちづくり 

まちづくり 
３政策 

すこやかな 
発展を続ける 

おだやかな 
暮らしを守る 

のびやかな 
人生を歩める 

「岡崎に住んで、本当に良かった」と思って頂く政策を実現します！！ 

   龍北総合運動場 周辺道路整備 水害ハザードマップの更新 

浸水想定地域への早期情報展開・ 
避難訓練の強化が必要！ 

私の提言（2018年9月、12月） 

工業団地や運動場整備と共に 
道路などのインフラ整備が必要！ 

①県管理河川想定区域図の公表段階で、
ガイドブック内容の見直し

②浸水想定区域内の全世帯配布
③早期避難の必要性の啓発促進

①ＩＣと龍北総合運動場のアクセス確保
②周辺地域において、南北軸の強化の道
路整備

行政の取り組み （事業内容） 

【提言が予算付けされる】政策実現に向け前進！！ 

■阿知和地区工業団地 関連道路整備業務
【当初予算額：9,024万円】

■防災情報広報業務
【補正額：1,881万円】

＜整備概要＞ 
2つの路線整備 
①北アクセス道路
・阿知和工業団地から
真福寺町牛落交差点
までの道路整備
⇒渋滞区間の解消

②南アクセス道路
・阿知和工業団地から
岡崎環状線を経て真
伝町龍北総合運動場
西交差点までの整備
⇒龍北総合運動場へ
のアクセス強化

＜2018年度補正内容＞ 
国の防災・安全社会資本整備交
付金（850万円）を活用し水害
対応ガイドブックの作成をする。 
※市負担（1,031万円）が軽減

① 

➁ 

2019年：道路予備設計 

引き続き、整備の進捗を 
確認します。 

＜修正及び配布変更内容＞ 
対象河川 
・国管理：矢作川（2016年5月公表）
・県管理：乙川、矢作古川、広田川（今年公表予定）
配布対象：浸水想定区域 125,958全世帯

  （細川、矢作、六ツ美地区など28小学校区） 

ガイドブックの配布対象が、対象地域全世帯に 
なりました。是非活用願います！ 



3月定例会の詳細については、 
下記ドメインまたはＱＲコードを読んで頂き、 
市政レポート№25  定例会編をご確認願います。 

編 

集 

後 

記 「鈴木 ひでき」検索 
 でも見れます！！ 

http://www.giin-dnwu.com/suzuki_hideki/ 
＜ホームページのドメイン＞  

～3月定例会編の内容～ 
①議案審査内容 
・環境美化条例制定など 

市政の 
話題満載！ 

＜ＱＲコード＞ 

ため池護岸の整備の完了報告（レポート№21 工事過程報告） 

くらしの相談の取り組み 皆さんの声を実現します！ 

ため池の護岸工事及び道路整備により、人家や歩行者の安全を確保！ 

【トピックス】幼児教育・保育の無償化について 

対象施設・事業 対象となる子ども 無償化の内容 

保育園 3～5歳児、0～2歳児（非課税世帯） 保育料無償 

幼稚園 満3～5歳児 月額25,700円を上限に保育料無償 

幼稚園の預かり保育 保育認定を受けた 
①3～5歳児、②満3歳（非課税世帯） 

月額11,300円を上限に利用料無償 

認定こども園 保育認定：3～5歳児、0～2歳児（非課税世帯） 

教育認定：満3～5歳児 
保育料無償 

認可外保育施設 
一時預かり保育 
病児・病後児保育 
ファミリー・サポート 
・センター 

保育認定を受けた 
①3～5歳児 
➁0～2歳児（非課税世帯） 

 
 
①月額37,000円を上限に利用料無償 
➁月額42,000円を上限に利用料無償 

障がい児通園施設 3～5歳児 利用者負担なし 

◆2019年10月（消費税率引上げ時）から保育園、幼稚園、認定こども園等を利用する、3～5歳までの全ての 
 子ども（0～2歳児は市民税非課税世帯）の利用料が無償化されます。 

◆幼児教育・保育の無償化に関する予算額：14億2,235万円（2019年10月～2020年3月までの半年分） 
 （財源の内訳：国：11億6,486万円、県：2億5,358万円、市：391万円） 

（2015.07時点） 

【現地視察で分かった問題点】 

人家や歩行者への被災の危険性 
・樹木などによる護岸の破損 
・道路の沈下 

【改修整備のスケジュール】 
・基礎調査実施（2016） 
・実施設計(2017)   
・工事施行(2017～2018度完了予定） 

（2019.03現在） 

私の思い 

被災の危険性を
排除する 

私の行動 

Step1：現状把握 
 
Step2：地域要望 
    として調整     
 
Step3：行政への 
   説明と調整 
 
Step4：改修進捗    
    の確認 


